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1方講韻料シリースー5

高知県高知市朝倉米田方言

土　居　重　俊編

1　9　6　8



　このテキストは，総合研究「地方における話し

ことば教育法改善のための基礎的研究」（代表者

大石初太郡）の一部として，研究用の資料として作

られたものである。

　方言の録音方法，方言の表記の方法などのあら

ましについては，別に作った「方言の録音とテキ

ストの作成について」　（国立国語研究断話しことば

研究室編）を参照されたい。

　ここに牧めた方言の録音とテキストの作成と

は，高知大学教授土居重俊が担当した。
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収録地点とその方言について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よれ　だ
1．収録地点名：　高知市　朝倉　米田

2，収録地点の概翻

　紹和42年2月末調査では朝倉地区は世帯数4143人口14452a高知大学や学芸高校など

があるカ～鍛的には麟的雄格がかな蝉いゆである・古墳など力嚇・渤としては

農産物（：米．麦など）。±讃纏朝倉駅があり，市内電車・バスも利用される。

3。収録した方書の特色

　／zi／　／di／　／zu／／du／　が区別され、鼻音化が聞かれ，母音の無声化が極めて

少ないなど土佐方言の特質をそなえている。助詞の融合も顕著である。

4．地点選定の理由

　高知市の方言の保守地帯と観察したσ州添繁昆さんは県外居住期間の長いのが難だが，土佐

方誉の本来の特質はよくそな究ているし3謡上手で，土佐のオナゴの元気な性格を100％駈

有しているので，一一応採用してみたg
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表記について

〔指定の字母以外に使用した字母，および使用した補助記号〕

字母・補助
L号の種類 語例と意味 （標準語訳） 音価についての注記

ti ko：t圭 （高　知） 〔tc至〕　，

重u kikα繊ka （聞くんだって） （t㌔〕〔t・）

重ja 鎚：tjar騒 （君ってやる） （tfa）〔t∫a）

tlu Qmo：£ju： （思っている） 〔重∫u）〔t’u〕

tj◎ hakai垣oku （はかせておく） 〔t∫o〕〔t∫o〕

d三 warad童 （わらち） 　マkd’i）

du s圭raNduku （知らずに） 　忽id登）〔du）

dla s㌃笈kidla 〈好きだ） 〔dJ　a〕

dl媛

djo hanadlo：tiN （舞ぢようちん） （dヲ。）

（） 挿入句的

」
1．標準語訳に適嶺に「ぢ」　「づ」を使用した。

2．オノマトペアのわかち書きの表記にやや統一・を欠いたところがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ3．鼻音化は濃淡があり，あまりはっきりしないものもin応体系的に表記した。（d　g）

　　　　　　　　へ　Nの後のd，gは　を記さなかった。
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

4．　dodai　kibar｛kiqtj◎qtaやdodai　ikioikiqtju：などのdodaiの最初のde

　goNgoN　goNgoNなどの最初のgなども少し鼻音化が認められるようであるが，テキ

　ストには～を記さなかった。
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　　　　　　　　　　　　（1）しばでん夜話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音臼時　1967年1月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よねだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　農家（高知市朝回米紹）

話し手

鷹）低名）（髄）（生年）（糠）（居’ Z．歴）．
　　K　　　三三寸寸　　女　　　明治27年生　製米業　高知市朝倉でうまれ，23才から工0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年ぐらい宇申戸居住，以後朝倉

解説：　一の関というすもう取りが，しばてん（柴天狗。土佐に縛む妖怪）の正体をつかまえ

　たというので，近所の人が見てみると，わらじと馬のくつだった。そこで「の蘭はまだしば

てんにばかされているぞというので，みんなが杉の葉でこのすもう取りをふすべて正気づかせ

　る。そのいきさつがユーモラスに語られている。

K磁aN　k・重・t’・　ka　’io　ma：・喜・・量ja　naNtuzej・・maN
　　あなた　　来たかね。　　　圃まあ　　おあがりよ。　　なんだって　　　　　あなた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21　　　　～　　　　～　　　　　　　　　　　御

　　翻a’鄭器ikin．i羨鍵i繋a．㍉1，鴇曲。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（311
　　hanasjo　se：tukajo　ija：　◎maN　ijoijo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sibateN　ga
　　はなしょ　　　せよ　だって，　　いや　　　あなた　　ほんとに　　　しばてんが

腿寵5a…r・（4蜜轟轟・tr・．　t騰r・9・与寒・・一

　　へ　　djaqtara　mo魯sibateNno　jomesaNni　nar月a
　　だったら，　　　　もう　　しばてんの　　　　　嫁さんに　　　　　　おなりよQ

　　…　lake蝿・hutu喜。：’II　j・keN　d　o，・Q・Q：ど・・m：aNg・
　　それはしかし　　　　．不都合だが，　　　　　　　　　それほど　　　　あなたが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hanaSi◎　Se：　Se：　IU：djaqtara　SitjarO．
　　話を　　　　　　　せよ　　せよと　言うのだったら，　　　　　してやろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　161．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
　　SikaSi・n　e・：　emaN　h◎rahOrja　anO：　．1it　On．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．tlno一
　　しかし・　　ねえ．、あなた　　ほらほら　　　　　あのう　俳野に　　　一の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一5一、



Sekit・IU：tekara　V．：Nt・・t・k・maen・SUm・t・riぎa
　関と　　　　言ってから，　・．　うんと　　男前の　・　　　　　すもう取りが

　oqtt！ro　siqtju：rogajo　Rani　siraNtukajo
　いたろう。　　知っているだろう。　　　　　なに　　　知らないだって，

　ajakaSi：　anO　◎t．◎kOmaenG　SUmOtOrl◎　SiraNkajO
　あほうらしい。　　あの　　男前の　　　　　　　すもう取りを　　　知らないの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　SO：kajC　SO：kaj◎　SIraN　mO！｝a　SljO：ga　na1WajO
　そうかね，　　　そうかね。　　知らん　　　潜は　　　しょうが　　　　ないわよ，

・・mb・3・・、t・4．ti．恥N…aat・9・k・rek・・as・n・
　どうといくら言っても。　　そんなら　　　　わたしが　　これから　　　　その

　sibateNni　unto　bakasaretato　jU：hanaslo
　しばてんに　　　　　　うん．と　ばかされたと　　　　　　　いう　　話を

、・’

Ej。・…’ 汲U・de　m・mi・m・m・n…　67｝k・z」・…、

　してやるから　　　それで　　　耳を，　　　耳の　　　　穴を　　たいそう

　h◎rimakUqtjOitekara　kikilOrijO　e：kajO　SOnO
　徹底的にほっておいてから　　　　　　　聞いていなさいよ。　　いいかね　　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　itinoseki≦ξa　ziNzini　omaN　hidie　jObarete・
　一の関が　　　　　　　　神祭に　　　　　あなた　　尾立へ　　　呼ばれて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　圭tato　itekara　omaN　saklo　doqsari　no：dekara
　行ったとさ。行ってから　　　あなた　　酒を　　　　どっさり　　　飲んでから

　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　baqt・abatasite　modoqte’kiloqtatuga　mo：qte
　ばったばたして　　　　　　　もどって　　　　来ていたとさ。　　　　　もどって

・「 ﾙ呈二毫1、・kg・・9・黙・脇・・辞繋a・f8）接脚蓋9）

　hi、tbga』dete・kitekar・a　SUmO　t．Or．O・S．UmO　t◎rO
　人が、　・　出て　　　来てから，・　　　すもう　　取ろう「すもう　・取ろうと

書ごを・評。｝暑嬢ざ鶉・・i…．・懐しξ」・麟ミ1・・（11｝・録募∵

　sumotorito　ju：．・k◎t’o：’§iraNduk並・soNna　koto：
　すもう取りと　　　　　いう　　ことを　　．知らずに∫　　　　　そんな　　　こと．を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　i：ju；：r◎・ga　oraga　miloqte．mi』lo　buqtuketla◎to
　書っているだろうさ。おれが　　　見ていて　　　　みよ7・　ぶっつけてやろうと・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．6；一・．tt



．駕．寵kara：羅亡・｛も濃：・Nd・． ?竃・青・織t・

moqtjamOtlamOtjamOtjaSiju：utini　mjO：ni
もつちゃもちや　　　．　もちやもちやしているうちに，　　　　　変に

、i，k。，。a2・i。，。。。　aSi．9。mj。，。i　h。，j、．、、、。1。、。i

すこし　　　　　おれの．　　足が　　　変に　　　　　針を・　　・さすように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ．t’i．kutikusurujoto　 omoidaitatO　SoNdja；kini
ちくちくするよと　　．．　≡　．思い出．．したとさ：。　　　　それだから

koi・，　ja．ika’．Nto　omo：te．korjakorja．．kjo：waneja
こりや　　　　いかんと　　　想、って，　　　こりやこりや　　　　　きょうはだな，

　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　り

mo：　sjo：buga　tuka；N’keNdoneja　mjo：nl　ora：
もう　　勝負が　　　　　つかねけ；れどだな，　　　　　　変に　　　　　おれは

as｛蓑la・ita董ki．．　koNdome．n・i・　sjo：zejato　ju：tekara
足が　　　　痛いから，　．今度罠（次國）に　．しょうそよと　　　　　言ってから，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タWal〈aretatO　Se：kara．10．ma）l　kOqkara．　inOmade
別れたんだって。　　　それから　　　　あなた『　ここから　　　僻野までと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へju：tara　．omaN　’na．Nbo　got◎goto　aruitati　i℃i一
雷ったら，　　　あなた　　いくら　　．ゆっくり　　　　　歩いても，　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
zikaN・ka　it｛zikaNhaNba：de　ina司a　ikaNgadja”’
時間か　　　　　一時間半ぐらいで　　　　　　　　　帰らねば　　　いけないのだのに，

n。ni’ Bm・N・
X・r・蒼・・　…9』u．r・Ll・蒼。・u・・k・m・1・・an．．・

　　　　　あなた　　ぐるぐる　　　　　ぐるぐる　　　　　そこもかしこも

maikur｛ma：qtekara　QmaN　utie　inituitawa
歩きまわってから，　　　　　　　　あなた　　うちへ　　帰りついた’のは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　（13｝　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h◎rja　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：njo：bogajoakeni　鷺aqtato　ho．1．t’ara
夜明けに　　　　なったんだってσ　そしたち．　　　ほら　　　女房が

・maN　m・：a｝　lna　ri◎・・ikini　t・ma・i19：t・Om・：一一
あなた　．もう　　あんまり　　おそいから　　　・泊っていると　　　　　　想、

　　　　　　わ1堤凝£劉0瓢d’r．．亀島no妾毒1：bo．：Wρ．・黙N．等ξザ

　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
SU：r，il・疑貸tUr◎ide　．nej◎qt’ato　nejo．qt．a．tokOlr’◎ga
すり　　　くつろいで　　　　寝ていたんだって。　寝ていたところが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7“．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

◎maN　i重inoSekiga　korjakOrja　hajo：　Gk宝Nka’okiNka
あなた　　一の関が　　　　　　　こらこら　　　　　早く　　　起きんか　　起き．んか，

n。nj・・i．梶Erja・N・」・’m・：j・蒼a　ak・taZ・t・
何を　　　　しているか，　　お前　　　　もう　　夜が　　　明けたぞと

j自：＝t。j。：ki。i　h・・．de，…　」・mesaNm・biqk。・i一
言って　　　謡うから，　　　それで　　その　　　嫁さんも　　　　　びっくり

　　　　　　　　　α凄｝．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　es’l

Site　a：tO　IU：mONde　OkitatO　tamarUka　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oki’te

して，　　ああと　　零うもので　　　起きたんだって。おやおや　　　　　起きて

…．ak・・e’・mi・…k…a・d・a・i・・；1・．・・1・1・
戸を　　麗けて　　　みたところが，　　　　　　たいそう　　大事だよ。

kimon◎wa　o磁ak・　hikisjak：ar6t’jo．uwa　haδak：an’i
落・物は　　　　　　あなた　　引き裂かれているは，　　　　　　裸に

ri・。q　t。．k。，。．asim。・d。k。mo．6ni．、・b、．，。言£6㌦、・ki・m。一

なつ間ﾄから　　　　足も　　　　どこも　　　あなた　　バラで　　　かきむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　 　
siraretekara　timo（iuredjaガ。　se：kara　kiNzjono
しられてから　　　　　　　血まみれだって。　　　　　　それから　　　　近所の

hito寮a　mina　．okite　kitekara　uN　korja　d◎：itati
人が　　　　　皆　　　起きて　　　来てから，　　　　うん　これあ　　どうしても

9　ib．、t・・1・i　5・k・s・・et・’k・・a　utr。・・t・・。m・t・q一

しばてんに　　　　　　ばかされてから，　　　　　　　轄草の茂みと　　すもうを　取っ

　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　tanitigainaito　ju：kotoni　naqtato　 hoide　omaN
たにちがいないと　　　　　　いうことに　　　　　なったとさ。　　それで　　　あなた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へson・itin◎sekim・’ ?◎ｒｊａ　mada　wakaisl　na　kana一
その　　　～の関も　　　　　　　ほら　　　　まだ　　　若いし　　　　　なかな

ka　ni・ki恥・n・n・・Um・t・ξi薦・qtaki・i　mi」・qt・
か　　人気者の　　　　　　　すもう取りだったから，　　　　　　　　見ていて

：inij。　k・．・．d・k6・・。・。寮・j・，u、・N。。t。　k。・・d6w。’

みよ，　　今度こそ　　　　　おれが　　　許さんぞと，　　　　　　今度は

・ra9・1・・k・f・h・・…　bi…k・maet・k・・、a　hik・一
　　　　　　　行ってから　　ほんとに　　　つかまえてから　　　　　　　　引きおれが

　　　　　　　　へzuqte　m◎d◎qte．kitekara　mise’mo助i．’sitjarot◎
ずつて　　　もどって　　　来てから，’　　　見せものに　　　　してやろうと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一“　8一



」ゆ。・d。d。a、i　kib。，ik綱。q・、・。窪遜1竹《k。，1。一

いうので，　　　　たいそう　　威張りち’らしていたんだって。　　　1《こら

ko、rja、QmaN　nanlo　silu：zejo　s◎no　zamawa
こら．　　　あなた　　何を　　　　しているの　　　　　その’．　ざまは

　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

縣鋼0凝翫て1隔だ’2a（劉蹴～越訴ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へda、．i．．te．kara　inebu（ltekara　soNde　atega　ju：tja：一
出してから　　　　　屠眠ってから。　　　　　　それで　　　わたしが　　’書ってあ

認鵬野eni甥’no謬農事鵬k姻：黙1酬。

．kik月・t・ju：t’e　jU：tla：runi　sO：kal・S・：kaj・
聞いてなさいと　　言って　　　言ってあるのに。　　　　そうか　　　　　そうか

h．PN：na　kikutukajo　hoNna　maqkoto　kikukajo
それなら　　聞くんだって。　　　　それなら’ほんと1ζ　　　　聞くの。

1◎si　h◎鋤ara　sorekara　sakjo　lU：tlauki　arla
よし　　　それなら　　　それから　　　　さきを　　言うてやるから。　　あれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りija、ija：：ata：・maNn・hanadj・：tiNni　ttl　rar　．e　“”
いや @いやわたしは魏たの　賜ゆちんに　、　9惣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
tekara　mi：la　omaN　dokomade　hanaslo　sitjoq一
てから，　　　見なさい　　あなた。　どこまで　　　　話を　　　　　してい

t．alara　WakjaWal〈　araN∫0：Ri　naqtekara　waSUre一
たやら．　　　わけは　　　わからねように　　　　　なってから1　　．　忘れ

　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　へ

te　simg：tagal・sa：t・d・k・madedjaqturgn・’
て　しまったよ・　　　さあと　どこまでだったろうねえ・

biqt・・ma至遇ga　ju：tρmit・：seja　Z・：S◎：ka・・：k・
すこし　　あなたが　　　言って　　　み早くださいよ。　　ああ　そうか　　そうか

joqsi　、vakaqta　ano　b三qtokomaeni　iku　tokor◎｝
よし　　　　わかった。　　　あの　　ひつつかま粛．1ζ　　　　　行く　　ところ’

へ

djaqtano’」◎si　wakaqta》hoNdene：se：kara
じ神た灘・　よし　わ加た・　》それでねえ　　それか．ら

　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　 り

sono　itin◎sekiga　go：ga　suite　oreNkini
その　　　　一の麗が　　　　　　　　　腹が　　　　　立って　　　いられないから，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一9一



mij・qte血ij・k・Nd・Wa　biqtQk・mae．tlja・t・・m・：一
見ていて　　　みよ，　　今度は　　　　ひつつかまえてやろうと　　　　愚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

激鼠「4．窃　鴇こZ’g◎「on’繋a謝。：麗’｝

　　へmade　｛tat◎　ite　Se：kara　kONda　kOqtjakar’a
まで　　行ったとさ。　行って　それから　　　今度は　　　こちらから

，Um6、．，。，。・；S。m。　t。．　r。，。」。，t。　h．。q、。iG8｝　k。e言e

すもう　・取ろう，　すもう　　取ろうと　　　言って　　　緬い　　　　　声で

　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

無畿3ga去茸濃器koroga耀N畿亀：ka「a・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mata　sumo　toro　sum．◎’toro　lu：t　．o　losidja　mi一
また　　　すもう　取ろう，　すもう　　取ろうと言うんだって。　よし　　　　　見て

lOq．te　milO　kO曲a・湘kOSOtO　OmO：tekara　Sa：k◎i一
いて　　　　みよ，　　今晩こそと　　　　　・　思ってから，　　一　．さあ　　来い

lO善変r・響轟ama£撰N聖苑勧U「ano款tae

　　　　　　　　　　　　　　　コロ　　　　　　　　　

bjUqt・O　teO　laqta撫ga　naZe1｛at◎　・jU：tara　S◎nO
びゅつと　　　手を　　やつ・た（入れた）とさ。なぜかと　　　　　雷ったら　　　　その

m．atakurakara　sibateNga　SGrla　koito　jU：ta
　またぐらかち　　　　　　　　しばてんが　　　　　そら　　　　来いと　　　言った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う一tok．ini　matakurakara　sjuqto　ni只．eruto　omo：一一
　ときに，　　　また．ぐらから　　　　　　しゅつと　　　逃げると　　　　思って

　　　　　　　　へ
　£ju：，9adjakini　．hoNde　sjuqto　teo．　jaqte　biqto一
いるのだから。　　．　　　　　それ．で　　　しゅつと　　　手を　　やって　　　　ひつつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　 へ
kOmaer・UtO：OmaN　tegOt・aega：aqtakaj、．0．・h　O　Nde
．かまえると，　　　　あなた　　てこたえが　　　　あったよ。　　～、．それで

　　　ヘ　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
　teg◎taega　aq．ta・ki　j◎sidja　o、Nsja：　e，rao，　baka一
てこた「身．が　　　　　あったから，　よし　　　　　　貴様は　　　・．おれを　　ばか

　　　　　　　へ　siloqtaga’kONbaNkOSo　t◎kOmaetazotO・・omO：t．e一
　していたが，　　　　今晩こそ　　　　　　　つかまえたぞと　　、　　　　愚ウて

　kara　　zuru，z．uru　・hiq．Paq’t．e　mod』oqte　　ki　t．ato

から，　　ずるずる1　　　ひっぱって　　　もどって　　　　来たんだって。
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　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ね

hoide　koNd◎wa　warikata　inijo：ga　hajakaqtani’一
それで　　　今度は　　　　わりかた　　　　帰りようが　　　早かったらしいカヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ka：rat・19a　se：kara、m◎doqte　kijoqtatokor．oga，
　　　　　　　　　それから　　　もどって　　　　来よったところが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へmo：zibuNmo　mjo：ni　mada　asino　l〈izun◎．no　ko一
もう　　自分も　　　　変に　　　　　まだ　　　足の　　　　傷の　　　　　残．

　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

riga　hirihiri　itaikinlU●N　Z◎：kusogawari：
りが　　　ひりひり　　　　痛いから，　　　　うん　しゃくだあ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へmQ：　hONtO：Ora：　＄ibateNnO　UtademO．UtO：tla一
もう　　ほんとに　　　おれは　　　しばてんの　　　　　歌でも　　　　　歌って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

rOtO　Omo：tekara：SOkOde　jaqtatUga垣k11◎rljO
やろうど　愚ってから，　　　　そこで　　　やった（歌った）んだって。聞いていなさい、よ：。

　　　　　ツ
S◎：regane　tamarUkane　lu：benO　IU：meni　ne：tO
そうれがね　　　　　たまるかね　　　　　　夕の　　　　　ゆうめに　　　ね身と
　　　　　　　　　（たいへんだ）

tlaqtjato　kawai　ano　kono　teo　hi：te：ollsja
ちゃっちゃと　　　　可愛い　　　あの　　この　　　手を　　引いて　　　おんしゃ
（はやし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貴様は）

naNnara　ora　sibateNjo　ONtjaN　sumo　toro
なんなら　　　おら　　しばてんよ　　　　おんちゃん　　すも　　　聖ろ
（なんだ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（おちさん）

t。・。：til・tj・qtj・：qt・lj。：m・Nd。」。qt、t・蔭・
取ろうちや　　　　　ちゃっちゃあっと　　　　書うので　　　　やったとさ。．
　　　（てば）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル（geni　US◎SOrja　USO　S◎nO・Utaga　OmaN　SOnO
《実は1　　うそ。　そ1れあ　　　うそ。　その　　　歌が　　　　あなた　　その

zibuNn圭　aro：　k’ota　nai～ijaika　s◎no　utawa
時分に　　　　　あろう　　ことは　　　無いぢやないか。　　その　　　　歌は

　　　　　　　　　　　　　　へpegi：　ha］興masaNga．ko：ti：　kitekara、h．◎rtja
ペギー　　　　葉山さんが　　　　　　　高知へ　　　　来てから，　　　　　ほら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　 へ

ano：naNgokutosao　hajaraita　tokid3aτogajo
あのう　　南国土佐を　　　　　　　はやらせた　　．　　ときだろうさ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
sono　tokifli　dekita　utadjakini　hoNde　sono
その　　　ときに　　　　できた　　　　歌だから，　　　　　　それで　　　その

　　　　　　　　　　　　　　へtok：i、ni　sono　uta慕a　aro：・haza　naikeNd◎atemo
ときに　　　　その　　　歌が　　　有ろう　はずは　　無いけれども，　　わたしも
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m」∴．i。m。，gak6bh，。，im。、。h。，nik、，，識｛1＄〕・’

なんだか　　　あなたが　　　　眠るし，　　　　　もう　　あほうらしいから，

tikut・Uta、、　t・：「 狽?ｍｉｔａｔ・k◎r・1・》1・Si　Se：一
すこし　　　歌を　　歌って　　　みたところよ。　　　　）　よし　　それ

karaδ」・Se：ka，a・mla　N’6・・e。　biqt・k・maeteka・a
からだ。　　　　それから　　　あなた　　それを　　　ひっつかまえ．てから

・・k…q・em・ど…」・q・・蜘1rρす・m」・1・i・・li・・ae一

ひきずって　　　　もどっていたところが，　　　　　　変に　　　　　てこたえ、

喜∴ゑ，。、。、，，、，。a，1。bo，3。，・m6。d．」、，。。，a一

が　　軽く　　　　なったとさQ　　あれ　　　どう　　いう　　　もんだろう，　　　おれ

豪・㍊k’・圭㍑髪qteゐ1を認：．瑠、n’j4．鄭・’

・m・k・q・・…m6・伽・n・ual’　m　j・・・…k。・繭ρ…◎m・・一

重かったと　　　　　　想、つたのに，　　　　　変に　　　　　軽いと　　　　　　　想、っ

te　omo：take碧do　ma：　hajo：　utie　iNdek．ara　ko一
て　　思、つたけれど，　　　　まあ　　　早く　　　　うちへ　　癩ってから．　　　こ

P。biqt。komaet： UY　ki　ta，i．b。　t’　，’　N’。・mi・。。。i　mi一
の　．　ひっとらえて　　　　　　　来た　　　しばてんを　　　みんなに　　　　見

、et，k。，a　mi・照ni　biqk。，i：Sait「ま、。t。。m。、・t。k。，。

せてから，　　　　　みんなに　　　　びっくりさせてやろうと　　　　思、ってから，

d・♂。i　iki． Bikiqtj。：9・j。ki　h。，」、　h。Nd。．。。：t。
たいそう　　勢こんでいるのだからプ　　　　　ほ曳　　　それ・で　　ずうと

・・i憩・繭・・k漉‘6・ごka・。　m、蕊，。．　・6・6ki
うちへ　もどって　　　　来て，　　それから　　　　まだ　　　その　　　とき

1。青、ゑk。t」．。，、、e。k揃：h。、d。mi。。、、。i　k。，ak。，a

酬　町嚇いから’　．それでみんなに　こらこら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆmiNna：　dete　koijo．dete　koijo　oraga　k6Nb’aN一
みんな　　　　　出て　　　来いよ，　　出て　　　来いよ，　　おれが　　　　合晩

k・、。，ib．、．煤B・。　hiqt。k。maet・e　kitaz。。、、i，a：。i
こそ　　　　しばてんを　　　　　ひつつかまえて　　　　　　　来たぞ，　　　　お転た，ちに

misetjar・．a：ja　misemONni　sur疲zoto　ju：癒◎Nde　ju：tat◎
見せてやるよ　　　　　見せものに　　　　するぞと　　　　いうので　　　言ったとか。
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ju：t・s・qkaram・k・qkaram。　d・rla晒ミe⑳mQ　
言うと　　　そこからも　　　　ここからも　　　　どれ　　　「見せて　　　　も

鵬謝a賑¢重e蒐。転義to偽：躍d畷隻1騒　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り
・」・n・．hit・黛・at・m・qt・kit・mit・t・kQg・9・
所の　　　　人が　　　　・築って　　　　　　来て　　　見窄ところが，

　　　　　　　　　へomaN　sore£a　dolzelo　son◎　omaN　hi，qpaq1，¢，、　kli一
あなた　　それが　　　　　どうかね　　　　その　　　あなた　　ひ？ぼ．っ．て　　　　．来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆta　inoNWta．n撚Nt・・m・U　a：naNtO・m◎UdOk・r・11・
た　　ものは　　　何と　　　　思う。　　あ一　なんと　　　愚うどころの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へSa：gikalO　OmaN　SOrega　OmaN、、Sir玉kirenO　w・1・’一
さわぎかね　　　　　あなた。　それが　　　　あなた　　しり嘩れの　　　　　　わ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

radi．℃ρNman・kutudlat・Nmano　kutu　ju：tara
らちと　　　　馬の　　　　くつ．だって。　　　　馬の　　　　くつと’　言ゆたら

naNzelotu　kota　arukal◎　omaN　omaNra　ate．ra
縦ねという　ことはあるか編　あ歓あなた筋被晦ど・≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meqs・h・Nna　t・sjF？tiga：肋・ni・iraN　kρt皐　tt
あまり　そん離　年は，違わな・・のに・　知飾　ζ即．

arUka　mUkaSi　anQ　hOra　imamitaini　kUrμma’
あるものか。昔　　　あの　ほら　　今みたいに　　　車は

nai．tokini　Nmani　senakae　na・n’：ikani・Wait・eka・”
無　 ときに　馬に　　榊へ　　tsこやカ・や　鋤．してか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
ra　tiNtiN　tiMiN　ju：te　biqpaqte、kij・q宅adlaト
ら　　チン．チン　　　チンチン　　いって　　ひっぱって　　　来ていたちゃない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うka　a資。　tokini　horコa　kanai：ξutuo　uqtjoitξ㍉　so｝
か・あの　ときに　ほら　叙づを　　打・ておいズ．．．そ
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
nO　Ue：warade　Sita　l〈　UtUO　haka．itjOqt．UrOgajO
の上へ　わらで，　？く・たくつを　は卓筆ていたんだろう・

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

・r・ga・maN・・i・・k・t・d」・ik…　：3・．…　9、
　　　　　　あなた　　牛の　　　　くつちゃないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうよ’。　　そのあれが
　　　　　　　　　　　（馬のの誤り）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
0搬aN．usi　n◎kututo　waradino　omaN．　sirikireo
あなた　　牛の　　　　くっと　　　　わらちの　　　　あなた　　．しりきれを
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ltiqpaqteka・・k・r・e・9．　a・sib　a’　teNdl　a’　t．e』m・：qt：e
ひっぱってから，　　　　　これが　　　・しばでんぢやといっで．　もどって

kitatu斎a．se：．kara　6maN　kiNzlond　hif6表a　do一
来たん澄って。　　　それから　　　あなた　　近所の　　　　　　人が　　　“まつ

～　　
’「

@　　　　～　　　　　　　　　　　　　　
～dai　◎：禽eto　sawagilo　k：eNdo　omaN　korja　ik　’aN一・一

たく　　たいへん（な）　騒ぎよ。　　　　　けれど　　あなた：　これは　　　いかん

zoto　de：itati　ma宣a　sibat’eN』ni　koi「‡1uw「a　dama一
ぞと，　　どうしても　　　　まだ　　　しばてんに　　　　　こいつは　　　　だま

Saret，．U：kihi　d・：Z・S’itekara　haj・：k・rj・1、．a・一
されているから，　　　　　　どうかして　　　　　　　　　　早ぐ　　　　これを　　　　な：お

・anja　ikaN「 ｦ’d・：・演lalat・lti：m・bl　de　se：k・”
さねば　　　いかんが，　　どうするのかと　　　　　いう　　もので，　　それか

ra　m「奄mna二飴1・Si・ij・；itai・・t・hb’Nd…　．そ疫a
ら　　みんなが　　　　　よし　　　しょうがないそと，　　　それで　　　おれが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もla岬3噛i’　t・k．a’・a　ZaN・i　an・：・Ugin・h・・、t・t・
山へ1　　行ってから，　　すぐに　　あのう　　杉の　　　　葉を　　取って

　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　 　も
ku・ruk・圭soζede’s・orede’：．hu・sub・ema　k’　ur　o：se：kata
来るから，　　そカで　　　　それで　　　　徹底的にふすべよう，層　　　それから

・・t・k・i． 狽鰍＝Ed・a・it・kit・・a∵・・；re・n・maSela．t・
うんと　　濃い　　茶を　　　出して　　　来たら，　　　それを　　飲ませてやろうと

　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　 へ
ju：m◎Nde　dodai．　sollo　s．a’9ino　hade黛oNgoN　goN一
いうので，　　　　たいそう　　その　　　杉の　　　　葉で　　　ごんごん　　　ごん

妙N’・・…：・maN　it． 奄氏D…eki・hU・UbemakUqtatUfta
ごん「@そのう　　　あなた　　一の関を　　’　　　　ふすべにふすべたんだって。

t・k…　支。・◎・j。t・簸・ki言・」…a琵。k・aqtakik。Nk。N一
ところが　　　　　それは　　　たぬきでは　　　　　なかった：から　　　　こん　　・こん

墓wa‘器瓢a跳盆．kam鴨鏡㌍繍1“e11・．£繍．毫監

，」。，i・、・k。’Nd。◎m。パ・，・r，tr，　d。ib。　h。Nki． ｾa
は　知らないけ綻　 魏た　それで　．挿｝5　載が

tuite・m・N　k・mj・：ni　hu・a「h霞’・m．e・batikuti
ついて． @あなた　　こう　変に　　　　ふらふら．　一’　目を　ばちくち
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batikutisaまtekara　mjo：ni　su：qt◎　naqte　kitザ
ばちくちさせてから　　　　　　　　変に　　　　すうっと　　　なって　・　来た

　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うt・g・i・1・・an・・m・・iti…　ekidem・se：k・、・a：・「．1
そうだ。　いかな　　　あなた　一の衡でも　　　　　　　　それから　　　　あ

ij・’堰@」・k・rew・、ib。t・）・1　ni． пBm、、a・et・、t6‘
求E・’
E　．d。

ほんとに　　　　これは　　　　しばてんに　　　　　だまされたと　　　　　　　しかし

k。。。． Aib、t，・W。。、k、。。k。w。k。t。？i’・j。。。i。。t6
この　　　しばてんは　　　　なかなか　　　　若手では　　　　　ないそと，

heδOSjO　kUtjOUZ6tO　netr　OSjO　kUwanja：　kor’Oho一
年期を　　　　　入れているぞと，　　　年期を　　　　　入れなければ　　　これほ

ね　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へdomade　e・：ba’kasaNkinito　ju：　hlanasi黛a　ho：bo：e
どまで　　　　ばかすことができぬからと　　　　いう　　話が　　　　　　　方々へ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

hirogoqtato　hir◎90qtakiRi　hoNdja：kini　m◎：
ひろがったとさ。　　　　ひろがったから　　　　　　そカだから　　　　　　もう

　　　　　　　　　　　　　　　　へlorUWa　omaN　hit・◎ga　mo．：　e：　t◎：raNj◎：ni　naq・一
夜闘は　　　　あなた　　人が　　　　もう　　よう　通らんように　　　　　　なつ

・t　awal・s．ibate取a　bakasukini　l）ak’as’u　1｛　i　n　ii　j．u：
たわよ，　　　　しばてんが　　　　　ばかすから　　　　　ばかすからと　　　　「いう

kotoni　naqte　nani：ima　omaN　s玉bateNga｛oru・一
ことに　　　　なって。　　なに　　　　今　　　あなた　　しばてんが　　　　　居る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へkat療ka噛aj’欲asi：kot・o　i：naja　omaN　ima　hidiwa
かだって，　　ばかばかしい　　　こと　　弱いなさるな　　あなた。　今　　　牛立は

an・：・ma　1“d・：r◎wa　hiro　Baqte　jamawa　omaNl
あのう　　あなた　道路は　　　　　広く　　なつ℃　　　山は　　　　あなた

k‘

奄窒奄?ｉｒａｉｔｅ　SimO：tekara　haNkana　kUni「 ｨag．te
切り開いて　　　は・てから　硯纏な，駄　

な・． ﾄ・

・maN： v』・rUm・3・bsirakuj・qpit・bmaN・・：．kefia
あなた　　　夜も　　　　夜通し　　　　　　　　　　　　あなた　　大きな’

　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

kurumaga　 doNdoN　 to：riju：dja・ika　dlo：ite　 ima・一一

車が　　　　　　　どんどん　　　適っているではないか。　　　　　どうして　　　　今

へ9。ro　sibateNga。ruzelo　ke照σ・・拍aN肩。ij1　o　sibateN一
頃　　　しばてんが　　　居るの．。　　　けれど　　あなたは　ほんとに　　しばてん
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　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

ni　kodawaru　omaNwa’ijoijo　si、bateNga．、sukidja一
に　　こだわる。　　・あなたは　　たいそう　　　しばてんが　　・　すきだ

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り

ne：soro．：d◎　sibateNga　su．kidlaqtara．horja
ねえ。　それほど　　　　しばてんが　　　　すきだったら，　　　　　・ほら

ate支a　e：・k・t・◎Sietjara：．j◎harimajatl・：ni，
あたしが　　　よ　　いこと　　教髪．てあげるよ。　　　　　播磨堺町に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねhorja　ko：．t．ikeNno　om◎tjao　ano　omotjadja　nai
ほら　　　　高知察の　　　　　　　おもちゃを，　　あの　　おもちゃち　　　　　ない，

　　　　　　　　へげ　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コへ　　の　　　　　　　　　　　　 ひ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　 　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　じ　　　　　 ロ

只a1　　◎mlj．a．ge　　oml　jage　　so・so・　　oml　jage　　lu．r．1　．lu6
ない。　おみやげ，　　　．おみやげ，　　　．そうそう　　　おみやげ　　　　売っている

mi・seR。．、，。，。・費、1◎ak。1。，a　n」u・k。・tij、，a（211

店が．　　　　あるだろう。　　　　　あそこやら　　　ニューコーチやら

’daimarU∫aran◎an・O　OmOtlanO　U・ri・．b・ae．．1．te．m．i：la
大丸やらの　　　　　　あの　　おもちゃの　　　売り場へ　　．行っ．てみなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りhoNnara　sibateNga　horja　ano　affurao　kaite
それなら　　　　　しばてんが　　　　　ほら　　　　あの　　　あぐらを　　　かいて，

hara「e　mjo：na』an．o　harakakeo　si．te　atamae　mjo：
腹へ　　　　変な　　　　　あの　　腹かけを　　　　　　して♪　　頭へ　　　　　変

na　teNgaNmitaina　mOn◎　hiqtUketekara・OmaN
な　　天整（がい）みたいな　　　　もの　　　くっつけてから，　　　　　　あなた

　　　　　　　　　　　　　　　　へ
sibateNff・a　uriju：djail《a　are　hlakunizjU：eN
しばてんが　　　　　売っているぢやないか。　　あれ　　　百二十円
　　　（剛のあやまり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
daitara　aru　aru　hutoi冥adjaqtara　uNto：takai一
出したら　　　ある　　ある。　大きいのだったら　　　　　　うんと　　高い

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘプ　　　　

1ke煎do　hoqsoigade　e：wajo　omaN　hjakunizlu：eN
けれど　　　　細いので　　　　　　いいわよ。．　あなた　　百二十円

daitekara． @ko：te　kitekara　dokozoe　o．itj◎ki
出してから　　　　　買って　　　来てから，　　　どこかへ　　　　置いておおき。

・maN　ij・ij・・鵬aN　SibateNga・Ukililane：j。Si
あなたは　ほんとに　　あなたは七ばてんが　　　　　すきだねえ。　　　　よし

Se：1〈ara　斑a：　tOllikakU　SibateNnO　hanaSiWa
それから’　　　まあ　　とにかく、　．　しばてんの　　　　　話は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　16一



　　　　むko・rede　・ow．arimasita　iN‘ur疲kajo　uN　omosiroka（1　・一
これで　　　　終りました：◎　　　　　　帰るの，　　　　　　　うん　おもしろかっ

takajo　hoNnara　e：waj◎　hoNde　inurja●o由aN
たの，　　　　それなら　　　いいわよ。　　それで　　　帰るなら　　　あなた

daibu　os◎童zejo　 koNbaN　ki’o　tttke至e・：ini・j◎　siba一
だいぶ　　　　おそいよ，　　　今晩。　　　　気を　　　つけて　．　帰りな◎　　しば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へteN　9．　a　de£e　kuruzejo　sibateNga　omaN　sukidla一
てんが　　　出て　　　来るよ。　　　　　しばてんが。　　　　あなた　　すきだか

ki　N：k・：．nai　hit・tum。・：kO：nhi　pj　ti　qt・haSiザ
ら。　ん　　こわくない，　すこしも　　　　こわくない，　ぴ麟つと　　走っ

te　lnurutukaj◎　h◎Nnara　inija　hija　ko：na一
て　　帰るんだって，　　　　　そんなら　　　　お帰り，　　お帰り。　　　こわく

kerla　ata：okuqtjaraNki　hoNnara　olasumi
なければ　　わたしは　送ってやらんから。　　　　それなら　　　　おやすみ。

sorja　kita：　horia　rnite　mi：　omaNno　 s◎no
そら　　　　　来たる　　　　ほら　　　　見て　　　ごらん　　あなたの　　　　その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へkaoiro　hit，oqtu註1b『　kao『　iro　n二a玉djaika　soreba：一
顔色。　　　　すこしも　　　　瀕に　　色が　　無いぢやないか。　それくらい

no　kotoni　biqkurisitekara　omaN　d◎：zejo
の　　事に　　　　　びっくりしてから，　　　　　　　あなた。　　どう

　　　　へ
konOgOrOwane：　tUj◎：naqtanOWa　kUtUZita
この頃はね吏．　　　　　　　強く　　　なったのは，　　　　くっした

拡鯨鰍t。。。、蒼。這∫。t。’ P。・k。t。。i。。qtj。：，。寮。1。

《書いさし》と　　・女だと　　　　　　．いう　　事に　　　　　なっているだろうジ

・m・・，・Nna．k’ U　t・・i，・j・，・e◎ma・S…ba・n．i
あなた。　そんな　　　頭　　一知っていて　　　　　あなた　　それくらいに

　　　～　　　　　　　　　　　　　 ‘　　　　　　　～

atega　sorja　ju；te　odokaitaba：n◎　kotoni
わたしが　　　そらと　　　言って　　　驚かした：くらいの　　　　　　事に

biqkurisi11・aja．al．akasi：．　meqSO　oma融0．k．ib3q｝
びっくりしなさるな・　　　　ばから．しい。　　あまり　．．．あなたも　　　えうそう

tati　 i茎《二aN　 ikaN　 inUrukajo　 hoNnara　m（）：　 k二〇N（翼O一
にしても　いかん，　．いかん。　帰るの，　　　　　　それなら　　　　もう　　こんど

　　　　　　　　　　　　　　　　一17一



kos’o　ojasunii　baiba：：i　uN　jo：io　iNda　mo：　ho一
こそ　　　おやすみ。　　　バイバーイ。　　うん　やっと　　　帰った。　もう　　ほ

NtO
んとに
iqtumo　iqtumo　kite’k：ara’hitoni　sjabera一“
いつも　　　いつも　　　　来てから，　　　人に　　　　　しゃべら

’itekara　aa：：：no　N：N　mo’　atemo’dareta　mo
してから。　　　ああ一の　　　ん一ん　もう　わたしも　　つかれた。　　もう

maqkoto　s・jabeqtekara　nebuto：te　nebttte：te
ほんとに　　　　しゃべって，　　　　　　　ねむくて　　　　　ねむくて

oreN　d・orja　mo：　inaqkoto　ne：tjae　ne：tj’ao
いられない。　ど1れ　　　もう　　ほんとうに　　　寝てやろう，　　寝てやろう。

②±佐のオナゴのよもやま放談、

録音　Nag　1967年1月8H
録音堤所　農家（高知帯朝倉米田）

話し手

（略号）（斥一名）（｛生別）（生　年）

　K翅添繁尾女明治27年生

S　栄枝千代　　女　　大正元年生

．（職業）　　（居 住 歴）

製米業　高知市親倉でうまれ・23才から101年ぐら

　　　い神戸居岱以後朝倉

農　業　高知市朝倉でう謹れjg才から6年間香

　　　　1繰居住，以後朝倉

x　　不　明

解説：　七十台と五十台と’の婦人が　脹装・食物・家のあかり，神祭その他にわいて，思い出

を興味深く語る。マッコト・タマルカなど強調的な語いが随所にあふれ，きかぬ気の土佐入気質

・を反映している。　　　　　　　　　　　　　　　　・一、　F・　　　　　　　　　　　　，

・一　i8一



K

s

＄

　　　　　　　へ（笑声）　tada　warQ：tebakari　oqtaNdja　脚aka「aNdjaL
　　　　　ただ　　　笑ってばかり　　　　　　いたのでは　　　わからないぢゃ

ik、92）　j。。ih。Nn。，aj・，f、tj。。・at。9。。。、．。。。，、。i一

ないカも　よし　　　それなら　　　　言’ってやろう。　あたしがね髪．．　あのう．．・．二

　　　　　　　　　　　　　ゆ穆扇畿’neNmaedjak’：：騰欝ellso：：nb　1羅ξ騨「a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重ok＝ini　 a重7e　 NmaretjUgajal｛i　 h（）ta
ときに　　　　わたしは　うまれているのだから　　　ほら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
tama：ruka　daibuni　narudjafiaika
おやまあ　　　　　　 だいぶに　　　　 なるぢやないかQ

da・ibuni・Rara：i言ja’・癒aN・iti，Pa：・i：3・h・’N　de
だいぶに　　　　ならあ。　　　　　あなた　　七十贋よ。　　　　　　　　それで

　　　やatega　h◎ra　ziNzj．◎：　itineNnG　tokino　koto
わたしが　　　ほら　　　　尋常　　　　　　一一年忌　　　　　　　ときの　　　　ことを

1・・t」・uki　j・・kikij・　　　　　　　∵』「．
言ってやるから，　　　よく　　お聞き。

．j　ti　：・　t・e　　　mi　　：

言って　　ごらん，

28nig．嘱おNno「語勢曳蟹、瓢隻轡aln　e：．・骸窪鷺OIFt：・「募穰q

imawa　omaN　mjo：na．haikara：n．i　titiraitekara
’今は．　　あなた　　畜妙な　　　　ハイカラに　　　　　ちぢらしてから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆomaN　seNseimo　ma：　lu：tara　waruike．N・do　ona驚（》一
あなた　　　先生も　　　　　まあ　　震った：ら　　　悪いけれど，　　　　　　女

nO　SeNseiWa　OSirOi　tUketekara　maqkOtO：hai　・一一
の　　　先生は　　　　　おしろい　　　つけてから　　　　　ほんとに　　　・ハイ

　　　　へkaradjakeNdo　aterano　tokino　seNse’i：wa：’oma』N
カラだけれど，　　　　　　わたしたちの　　ときの　　　　先生は　　’　　あなた

anO　hakamao　tUqte　ebitjanO　hakaMaO…t「：Uiq．：te
あの　　はかまを　　　　　はいて　　　えび茶の　　　　　はかまを・’　　　はいて，

horja
ほら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一19一



S　 SO．：　 S◎：
　　そう　；そう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Se：kara．OmaN・atama　jU：tara　jOkObOriga：nO
　　それから　　　　あ．なた　　頭と　　　言ったら　　　　．横掘川の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ黙U「ela熟搬ρS御。：：㍊、a：1盛繍汐◎「’ga：no

　　darezejO　arja：
　　誰かね，　　　　　　あれは。

X。t、k。、a諮）

　　おたかさん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ藍‘ x嶽轡鷺鋼艘t．a．’na「撚al島：力雛’no

　　　　　　　　　　　　　　　　　kamiQ　S．eNSeiga　jU：tjOqtaki　hOra
　　髪を　　　　先生が　　　　　　ゆっていたから　　　　　ほら。

sli：N
　　ふ一ん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　eb・：m・kasin・k・t・dj・ki・e：k・・r　’r．・m・・i・◎｝
　　　　　　　　　　昔の　　　　　　　事だから。　　　　　それから　　　　おもしろ　　それくらい

　　　～　　’　　　　　　　　　　　　～

．繍講aa綿ぞ露1．0：圭竈轡e農墓芝，’n’

謬OZ赫葉NWa歯し∵a．－竃鑑隻N：££：瓢◎蟹mo｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重二ino　 茎くoto　 biNbonilqno　 kot”o　 ‘uNto　 a】rakiga　 a（1一一
　　の　　　　子と　　．場之入の　　　　・　　子と　　　うんと　へだたりが　　．あっ

　　・・k・…al－t・・d・．・…m・t”・n…w・．・…．．se・・ざ・36）

　　たから，　ほら。　　それで　　　金持の　　　　　　　子は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの　せきだを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雪駄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　haitjU：tO　biNbOniNnO　kOWa　miNna：　ZO：ridjaq一一
　　はいていると，　　　貧乏人の　　　　　　　子．は　・　みんな　　　　ぞうりだっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
　　畿’ni曳鴇afal謙ρno甲a凱罵鐙」・r．kit雰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（そでの短かい競物）
　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　qp◎：de　se：kara　kamja　sjobosjobodja：　se：kar．a
　　っぽうで，　　それから　　　髪は　　　しょぼしょぼだ。　　　　　そ滋から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20．tS



s

晃縦・二錫ξ．・．毘襲il・，・．駿眺・・…接櫨…　隷・35＞

mUraSakinO　 an．0：　．hekO：lbjO．　SitjQ｛茎tak＝i　 hOra
紫の　　　　　　　あのう　　へこ帯を　　　　していたから　　　ほら。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（結んでいた）

　　　　　　　　　　　へ’otokomo　ona墓。田σsoNna．M、oN・：d・jaq・t：aki　s．orekara
男も　　　　　女も　　　　　そんな　　ものだったから。，　　　それから，

　　　　　　ぬ
seNseiga　tamaruka　 zurari：qto　narabet’ekara
先生が　　　　　まあ　　　　　　ずらり一つと　　　　ならべてから

　　　　　　　　　
itat◎kOrO謀a　OmaN　atewa　irOnO　maqkurOi　kami一
いたところが　　　　　あなた’わたしは　　色の　　　真黒い　　　　　　髪

　　　　　　　　　　　　　　　　へnO　UntO　kUrOi　1くOd．la．qta’tO　SO：、N．dja．・：k’ini　OmaN一
の　　うんと　　黒い　　　子だったとさ。　．　　それだから　　　　　　　あなた

ot◎k◎no　kono　ku、．e．，a・t’a：　ユ1alrabasaret．．ene：　hQita一
男の　　　　　　子の　　　ところへわた’しは　ならばされてね交．，　　　　　　そした

r．a噴in・an・：・／k・a：sa｝1照．1ゴ：・k・t・nja：se｝“sei
ら　　うちの　　　あのう　　おかあさんが　　　　いう　　ことには，　　　　先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り
seNsei　son、O　kOwa　an◎：onagonO　k◎de　gozaima一
先生　　　　　その　　子は　　　あのう　　女の　　　　　子で　　　ございま

・U妻aIU：te　l。：t・t・1（…　蒼a　arla・Zj。：tjaNd．e一．t
すがと　　書って　　　　雷つた　　　ところが，　　　　あれ　　　お嬢ちゃんで

、．i，。k鯉鞠。．i。貰。。ki。。・k。。、i，1。、ki。i　h。，N　de

したか　　　　あんまり　・　　お元気な　　　　　顔　　　しているから，　　それで

otokono　kokatO　omO呈masi・t．atO、IU：te　juwaret・a一
男の　　　　　　子かと　　　　憩いましたと　　　　　．：　言．って　　　言われた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ba．：’dlak玉ni　me／q・：s◎　imademo　b．eqpi蝿ekafa　oma・N
くらいだから　　　　あまり　　　今でも　　　　べつ一びんでから，　　　あなた

kaW．ai　，ra．Si：t＝kaO　SitlGrana：・」．O　OmaNra：nO　tOkja
可愛らしい　　　　　一　顔　　　してはいないよ。　　　・　．あなた．などの　　　ときは

dONna　k◎to］aqtazelOl
どんな　　　ことだったの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・t・・ra・m…　血．・・ga．・s・…　ekid・n・．　k・t・ju・k・i・一
わししら　　あなた　あなたが　　．　その．　せきだの　　　　こと　　　言う．か

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一21戸



　　h‘i．　ju：keNd◎ne：　’an．o　 seki「δ’a◎　・ha：ite　O拍aN
　　ら　　言うけれ、どねえ，　　　　あの　　せきだを　　　　はいて　　　あなた

　　k。t。iqb。　m三斎i・・i斎・k◎…　d・hi♂・・ia・1・・uqt・
　　片一方　　　　　　：右足が　　　　　　　今度は　　　左足を　　　　　　　すって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ito：te　ito：te　maqk◎to　ho　tqt◎：sekidano　ko：
　　癌くて，　　　痛くて，　　　実際　　　　　ほんとに　　　せきだの　　　　こう

　　，surea：seどe　「・：　　　　　　　　　一／
　　すれあわせで，

KIN：　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘…t／／’一．
　　ん一。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
Srjo：h．o：．noomaN　hoNto．as圭ga　taitea・t’a’t’iga
　　両方の　　　　　　　あなた　　ほんと1こ　　足が　　　　ずいぶん　わたしは　血が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’ 奄р?ｔｅ：三takaqta　koto：：Qb◎etju：ga　　－tt：
　　．出て，　　　痛かった　　　　　　ことを　　　　覚えているが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　驚so：lo　ano　s．ek「ldaga　hora　u：N・to　a撫4・・ka：dja一
　　そうよ，　　あの　　せきだが　　　　ほら　　　うんと　　　厚い　　　皮だっ

　　qtaki　h．‘・r・」。・馳・

　　たから　　　　ほら。

S　SO：io．S．’O・：io．

　　そうよ，　　そう．よ。

壼h。・d・。。。：h・r」。ki，ib・，aj・ki，・i・b。，al。・ki一一
　　それで　　　あのう　．ほら　　　かかとよ，　　　　　　かかとよ，　　　　　．．か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
　　ribusao　tukimakuq宅urO
　　かとを　　　　　　徹底的についたろう。

Sa・ewa・maN　tuqtuit・tuite・1・・：：h・。：Qδ‘ Bδa．i
　　あれは　　　あなた　　つっついて　　　　ついて，　　両方を　　　　　　まあ

　　　　　　　　　　　　　　ho’Nto：　tiga　dete　are　itakaqt’a　：koto　ima　・bbo一
　　・ほんとに　　　血が　　出て，　　あれ　　痛かった　　　　ことを　　今　’：覚

　　・tj・：9・tig・：t・m・N・ej・　　．1
　　　　　　　　　　違った　　　　　ものだよ。　　えているが

竃，e：k・・a・M・　Nl　’r　la　’r…．d・：zej。。t・，愈a　eN，◎k。。i　i蜘

　　それから　　　あなたなど・　どうなの，　　　わた：しらが　　．：遠足に　．　　行く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



喚

搬翻ゑane：鍔発：’“．｛「犠認me：S’．’．」o、惚ja．．引

Sso．：so：
　　そう　そう

　　　　　　　　　　　　　　　　　K　keNdo　meqso　tiga：Nkajo　hoN．nara　omaNr：a：、t◎
　　けれど　　　あまり　　　違わないρ・ね，　　　　それなら　　　あなたたちと

　　：atera：tO　 ：．

　　わたしたちと。

SanO　Silr　o・i　lh・UrOSI．kie　lakimeSlO◎：te　tik』UwaO
　　あの　　臼い　　　　ふろしきへ　　　　焼飯を　　　　　　負って　　竹輪を

K　h載ta：tu｝llu・ta：℃u
　　　二つ　　

．‘

@．：．二つo

S．t　i　1・　uw・．e，・1．ret・’e∫・：k・・i・aet・m・r・：．t・．lt・・
　　竹輪を　　　　　入れて，　　よく　　こしらえて　　　　もらって，　　　行った

　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　 へ

馬事諜ふ3qta冥a　　　　　　＝．1‘〔ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　K　se：kara　・hora．．．im．adja：qtara　suito：dija：　：nalit一一1：．
　　それから　　　　ほら　　今だったら，　　　　　　　水筒だ　　　　　　　　何

　　dja：　ju：keNd◎　soNna　moNga　arukane：・taka：
　　だと　　　いうけれど，　　　そんな　　ものが　　　あるのかねえ。　・全く

　　i1黎cftnO　kOwa　tOkUZejo　m：’k；qkot．「0．’na7h．」’a・：1τ．0「‘kaljarlo
　　’今の　　　　　子は．　　　得だよ　　　　　　ほんとに。　　　　穂や　　　　　　　かやム

Si・・j　uqku一，、qk。言」、。。。1。：，σ、。it。：・BI　，／　j　・a／　：，1…。．：1。・。

　　ジ訊ック　　サプクだ　　　　何とか　　　　　・　水簡だのと・　　　　いうような

　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　mono：　kakete　iku宴a　muka．s，ia　bm．aN　ttsiroe
　　ものを　　かけて　　　行くが。　昔は　　　　あなた．　うしろへ

　　h．urosikie
　　ふろしきへ。

　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

置　sorega．、e：　tokorodjaqtaki　hora
　　それが　　　　いい　　ところだったから　　　　　　ほら。

S、・：S◎：、ir・i．　hur・・重ki蒼a　e：t、。k・r◎1。
　　そう　　そう　　白い　　　　ふろしきが　　　　　いい　　ところよ。
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S

X

揮
瀞

置

。，，。k。，。trj。q，、k・i、。。、’ 轣B安。，ek、j。qt。k、，璽）S。，k。，a

いい　　ところだったからねえ。　　　　　ひどくよごれ．て，　　　　　　　．それから

rcjo：na　 z（）：rjo．　h◎rja：　　k（）1｛oe　 重＝urik二uqt：ekara
変な　　　　ぞうりを　　　ほら　　　　ここへ　　　つってから，

ano：：．　．j◎koqtjoe　jiQkoqtj◎e　tu．rikttqtekara．＄e：一一
あのう　　横の方へ　　　　　．横の方へ　　．　　　っっ．てから。　　　　　　　ぞ

　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
kara　imadlaOqtara　oma｝l　seNseiga　dare層sσre．：・
れから　　　今だったら，　　　　　　あなた　　　先生が　　　　　　誰それと

」。・t。・。、mae　l。・宣。，　、（29｝　h、iさla」。：t。　j。：k。・・　，d　o，・

言って　　　名前を　　　　呼んだら，　　　ハイだなんて　額「って　　　言うけれど，．．1

　　　　　　　　　　　　　　　　へsono　zibuNnja　aidja　i：loqtazejoai　IU：ta　r・・a．1
その　　　　涯分にゃ　　　　アイなんて　琶っていたよ。　　　アイ　と言ったら・．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やzl．0・：to：d．jaqtazejo．ne．：・haidl．a：．ju：te　j”：jl　O　’：．n　a’．／：

上等だったよねえ。　　　　　　　　　．．．・．　ハイだなんて　　．書って　　　いうような

kota：nakaqtaki　hora：soreba：taka．：一．、
ことは　　　無かったから，　　　ほら。　　　それぐらい　　　ほんとにQ．．・

」◎：　　S．e：ka、ra　 maekak：eO・　Site　 i．ta】ユ．0．：：　　．　　：、．．｝

よう，　　それから　　　　前かけを　　　　　　して　　いたねえ。

N；　SO．：　SOI　　　　．，・　　　　　　　　　・「　　　：・1
ん一，そう，　そう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　

mukas．ino「hi．towa，mukasino　l〈・owa，mae．kakj：o、
昔の　　　　　　入は　　　　昔の　　　　　　子は　　　前かけを，

　　へ
Raff　a　．i　maekak．10．site　jG：黛aqkoゴ．e　itaga．、
長い　　　　前かけを，　　　して，．　よく　　学校へ　　　．．行っ．たが。

mak．Gt◎gaqko：e．ikuni　maekak30．sita　arla・
ほんとに　．．　学校へ　　　　　行くのに　　前かけを　　　　　した。　　あれは1、

do：　ju：　moNdlaqtaro：　horla　sekara　oma．N、、
どう　　いう　　ものだったろう　　　　　　ほら。　　　それから　　あなた’

　　　　　　　　　　　　　　　ilarasi：hanasidjakeNdo　obとNzjo　ite　maekake・、tt
いやらしい　　　　話だけれども，　　　　　　　お便所へ　　行って　前かけで

te・huitari　sitene．：．ima　tlaNt。　tenu寮ui・：k・：f．　tt
手を　　ふいたり　　　してねえ。　　　今　　ちゃんと　　　手ぬぐいを　　．こ
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s

site　（itlu：）　i』mawa　mo；　tj．aNto　nam　．aeo　kaト
うして　　（している。）　今は　　　もう　　ちゃんと　　．名前を　　　　書い

t5U：ki　・wari：　kota　serareNZejO．lgm’aN　ZibUbl．nQ．
ているから，　悪い、』　　事は　　　してはいけないよ。　　あなた：　　宙分の

namae・tj・aNt・mu・，n　e　・；k　．a　itlalu：ki　h・rja
名前を　　・　ちゃんと　　　胸へ．　　　書いてあるから　　ほら。

Se：kara　OmaN　atja：OmaN．a　，n・：na　ft・inρSimano
それから　・あなた　わたしは　あなた．あのう　何の、　縞（しま）の’

kimOn’0：　0qte　mOrO・：te　　SO．reO・ki：te　　it．e　　窒ama：一
着物を．　　　織って　　もらって，　　　それを　　　藩て　　　行って　々小へん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へruka　h◎tae・1・qte　tukue．n・sumin・ku．9一．i．e．　h　i　qk　a一・
たいへん　たわむれさわいでいて，　机の　　　　　隅の　・　　釘へ　　　ひっか

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
kete・t：amaru．ka．．　ka郎zjaki．n・i＄ite　modoqte　kite
けて，　　　おや．おや　　　　鍵の形に裂いて　　　　　　　もどって　　　　来て，

tait’e　d蹴kareta‘k◎tQ：e．：wasureNga：
ひどく．　　しかられた　　　ことを　　　よう　忘れんが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎maNra．；mo　tai．tja：wari　kO・tO　surU．gajaqturo
あなたたちも　　　　ずいぶん　　わるさを　　　　　する者だったろう，

m6：imawa　mO：Wari．．kotO∴se：ju：t．ati　tosl
もう　　今は　　　もう　・わるさを　　　　　しろと　言っても　　　　年

loqte　e：．seNke　sq　do、　sono，zibUNnja・taitja　wari
よって　　　することができぬけれど。　その　　　時分にゃ．．　　ずいぶん　　わる

　　　　　　　．　　　　　　．㈱
kotO　si30qturo：ki．nJ．
さを　　　していただろうから。

talt」・aS・ta　slta．・
ずいぶん，　　した，　　した。．

se：kata　h◎r・a・se：kara、QmaN．ano：kimonojaramo
それから　　　．ほら　　　それから　　　あなた　　あ②う　　着物なども

　　　　s◎：dja．qtakeNdo
そうだった：けれど。

，。b。，u…m。．・i喜。・t、ze」・．m。qk◎t　630）m。k。、it。

たべる　　　　ものも　　　違った轟。　　　　　まことに　　　昔と

　　　　　　　　　　　　　　　　　・一25一



＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
み里at◎留ら1「a瓢otr曝葺訟a属∵0器as垣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
雛鴛縛a「a蒙baN呈1、厚謝’巨悪　．課ba｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（里いもに砂糖

Si　hOrla　hOrja’．hOrja　taimOnO　kOrObaSij　19．，．
し。　　ほら　　　ほら　　　．ほら　．　　里いもの　　　　ころばしょ。
を入れて煮たもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
SOnO　taimO！10　k：OrObaSiga　kiズaid　，e　hanenOke　　1．
その　　　　璽いもの　．　　ころばしが．　　　　　きらいで，．　　はねのけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねhanenokesite　kutaga　ma：mu・kasiwa　nimon．Q．
はねのけして　　　　　　食ったが，　　まあ．昔は　　　　　　煮物，

　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　へ
．魁k…・．袈霧榔鍔評「a’黛as幽誘蹴amaka．」o．．、．4

…1・・：N一　．i；d「a「ik・⑩・i癒・．h勲・sek｛・・」・m・．・・e・k…　．mi一

ん一ん　大根の　　　；煮物が　　　　　．関の山。　　　　　それから　　　．み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
soziruto　．ju：tara　hLorja　utide　 tuNko　t．uLNko．
そしると　　　　　　醤ったら，　　　ほら　　　　うちで　　　っんこ　　　っんこ．．

　　　　　　　　　tui．te　・ma．．da　misorP．o　meqso：　mazir、aN終ano．、ml．Q．；ni　．i
ついて　　　ま．だ　　　みそも　　　　あまり．．　　まじらないのの　　　．変1｛・．．

k。、．2ik． B，ai」。：・。。麦、？ir。　h。，蚕ase、k。，a、1面£1｝

こうじ臭いようなので　　　　　　　　　ほらΩ　　　それから　．　　　醤油．と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう険
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
」．u：tar・a7miNna．u：t．．ide　tukurij◎qtak憧
書ったら，　　　みんな　　　うちで　　　つくっていたから。

　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Uti　mlNna　ka．U　kotoga　a　r・　UMON・ka．．
うち　　皆　　　　　買う　　ことが　　　　あるもんか。．

kau　kota　zenjo　tukau　kota　nakaqta　zen30　1二、
買う　　　ことは，　　金銭を　　　　使う　　　　ことは，　なかった。．　　　銭を

t・ukauti．．．daitai　mo：ke　　hitot．um◎　　互】．a壼寮a言jak，i　　，：

使うたってジ．』．だいた．い　　　もうけ　　　ひとつも　　　　　無いのだから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

horja　hONde　k◎：ku・moNmo　£igO：ta　imagOro
ほら。　　それで　　こう　食う　ものも　　違った。　　　今頃

nanla：r・．’j・6：・1・kuさla　kar／b：．♂la　naNdja　ju：ke一
何とか　　　　　　洋食だ．　　　　　　カレーだ　　　　何だと　　　言うけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一26　一一



　　　　　　　　　　　り　　Ndo　kar．e：dja　omaN　naNdja：　lu：tati　arla
　　れど，　カレーだ　　　　’あなた　　何だと　　　　　言っても，　　　畜れは「一；

鴇kas’no脇霜、le」o（笑声）欄どdo聯！｝o鵠、wa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ

蹴to黙N糊謬0「◎錫。尉裂難1・1巖．・．蹴a

　　　　　　　へ　　kahuede甲g　ite　mi：ja　tja：Nto．　omaN　iteka『a
　　カフエでも　行・てごらん・ち・んと．、あ凝行・てから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　kosjo　kaketekara　omaN　mukasino　koto　ti黛。：・一v
　　働　　澱てから1．　あ凝　勧　・　子と．撃・

　　te　arjo　ku：koto　siqtjU：kini
　　て　　あれを　　食う　ことを　　知っているから。

S　siqtju：
　　知っている。

K織綴a．量磁ご乳llゴ謙£㌻0ミ脇聖｝（O．　．・・

轟U：neN雛「a豊：羅～宥r…S’難｝∵o鱗a

　　　　　　　　　　　　m・Nkuid・・U・面・’・・Nb・」・：t・ti、k。mj・k・w・N
　　もの　　食いだすだろうね。　　　何と　　　　言ったって　．米を　　　　食わんように

　　n・　a「uze～Q
　　なるよ。　　　　：　　　　　．1　’

　　　　　　　　　　　　　　　　へSt・・in・m・ruqt、ad・m・．」・it・ku：b・：ni・…　：」・
　　鳥の　　　　　丸つたでも　　　　　　　焼いて　　　食うくらいに　　　ならあよ

　　omaNm◎
　　あなたも。

　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　理　 hoNde　ate黛a　 ima　horja　maqkot◎no　k：oto鍔a
　　それで　わ遇しカ1．今　ほら　ほんとの　　　ことが

　　粂幽晦。二磯よ暴誘ρ：9軽昆y：ni　1’　eN．）、嶋㍊環蔓2ne：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rr・　a　i　n　eNmaineN　d・q・ari　k・men・、t・ku　rl・：9・
　　毎年　　　　　　毎年　　　　　　どっさり　　　　』米の　　　　　つく　　　暴：が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一27　一一
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h。q．t。．kit、kimi煽a孟：k・m」σ．k・w、靖・：ni三一
へって　　来たから　　みんな　　　米を　　　食わんように　　　　なつ

・a画・1’ @F』　・　　．　　∴．・
たわよ。

P．＝@｝q　o　　　
k
　

u　：　k　a　 ：j　o

パンを　　食うかよ。

i：P。・d」。：，。：m，ぬ3a：・・。n」。：・。這」、」・．：t・．．

い一　パンだ，　　　　ラーメンだ，　　　　何やらだと　　　　　　雷って

s◎Nna　moNbaq．汲≠窒堰@kute．kara　komj◎roku：ni’
そんな　　　ものばかり　　　　　　食ってから　　　　米を　　　「ろくに

k。w。N。el。　　　「　　　　．　■
食わんよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

mukasla　mugimesja　kuijoqtagano：
昔は　　　　　　麦飯は　　　　　　食っていたがねえ

舞愛1細‘1：窯・mdも』i隈姦轟・r頭・㌢耀⇔羅ゼ

ni’・・a・・’i、m・漉Sギ　＝　：：．：　・・　　’
まだ　　　里いもめし。

talm◎mesl　lm◎mes1
里いもめし　　　　　いもめし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOre：　si◎　iretekara　OmaN　SiOgarO：te　tja：
それへ　　　塩を　　入れて，　　　　　　あなた　　　塩がらくて，　　　　　　茶を

量，e慮a；b曲b。k。　h。k。h。k。　im。b。qk。，i；￥a。i，。　h。一・．

入れたら　　　ぽかぽか』　　　ほかほか　　　いもばかりが　　　　浮いて　　ほ

rja
ら。

nukui　utin． ≠窒＝@e：ke釦d・． ?ｉｌＢFnaqtara　k・r◎ko一
ぬくい　　　うちなら　　　いいけれど　　寒く　　　なったら，　　ころこ

t。k。，。k。f。，。tima：、ik6ti1・m。：、iha。，t，
ろ　　ころころ　　　　　そっち　　廻し　　　　こつ「ち　　廻し，』　　はねて。

・e：k，a・a　bdrj・・k・：蒼。．・k。：9、m・・」・3。・・：t・

それから　　　　ほら　　　おっかあが　　おっかあが　　めしを　　　よそって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一28一



　　kuteru．　tokinjk　h◎．rj…a　imoln’o　keo：　imono　keユ）
　　くれる　　　　と．きには　　　　ほら，・t．’．　t　いもの　　毛を，　　いもの　　　毛を

黙9）1：’翻：書耀無昆Σ宅鼎is爵、1◎’鷲S賄O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　餐題言an」a旛象ご、罷轡．器予熱騨麗0－．．：慰tゼし唖然al：a

　　　　へ　　e：cl　ja：ju：・皇ekara　maqkdto　geni　sonO　sON　1｝a
　　いいだとか　　書ってから，　　　　ほんとに　、　　実に　　　その　　　そんな

　　k・・．・．・i」u・ke　N　（1・・’mak・t・h・…　1’k・．…．ju・k・U・・ザ

　　こと　　　轡うけれど　　　　　ま．ことに　　　そんな　　　　こと　　　言うけれど，　　そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　n◎　zibuNni　SO．：　毒U：．j．O：na　he90：na　m6no：　kute
　　の　　時分に　　　　そう　　いうような　　　　よくな．い　　　ものを　　　食って

　　ki　t　a　　　ko責a　　moq　t　o　．d：j　o：：　bun　i　　．aqt　an　（｝：

　　来た　　　子が　　　もっと　　　丈夫に　　　　　　あったねえみ．・

　　　　　へS　so：dla　imano　kQWallel
　　そうだ，　　　今の　　　子はね黛．．ρ

　　imano　kowa　aNmarikoto　hoNto’Nmai　m◎Ndja
　　今の　　　　子は　　　あまり　　　　　　　本当に　　　うまい　　ものだ

　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ

　　RaNd，ia　korega　zijo：djcft　korega　zi，io：dja「ju：一
　　なんだ，　　　　とれが　　　　滋養だ，　　　　　これが　　　　滋養だと　　　　書つ

　　キe一轍謄．乎dO鵬警急《ata」鍛。’乞r≠．0．・

Sso；juwa：tos孟joriwa　naNdemo　kttW　anja．ikaN．．．．
　　そう　　言うよ，　　年よりは。　　　　　　何でも　　　　　食わねば　　　いけない。．．

K・・Nd・m・k・wanj：・．”i．kaN．n・“id・m・・k・wan」・ik・aN・t・
　　何でも　　　　　食わなきゃ　　　いけない　何でも　　　　．食わなきゃ　　　いけないと

　　ju：　　　・　　　　　　　　　　　　　：
　　書う。．

Swari：’k・．τa．：・・k’。　q’　t・蒼・iman・k・w、　e：m・n・・
　・悪い　　　　こ．とは　　　無かった蔦　　　　今の　　　　子は　　よい　もの

　　kute　an◎　warui
　　食って　　あの　　悪い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛29一
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N’ 噤D浮曹狽潤@makoto　bj◎：siNn’akine：de．jaqpari
ん　ずっと　　ほんとに　　病身だからねえ，．　　　　で．　やっぱり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mukasimi．taj』・ni．　taim・kutar．i．k．　acaim◎：mugi一
昔みたよに　　　　　　　　　　　里いもを・食ったり　　．さつまいもを　　麦飯

meSl◎kUtariSitekara　hUtOraita・、mONga　ZUqtO
を　　　　食ったり「してから　　　　ふとらせた（生心させた）老が　　ずっと

dj◎：bunaki　sono　hQ：蒼a　zuq£・O　e：Zle30
丈夫だから。　　　　　その　　　方が　　　　ずっと　　　よいよ。

　　　　　　　　　　　　　へsor壱kara　konogoro　ltora　deNka　deNka　deNkaka一
それか「ら　　　　　　この頃　　　　　　ほら　　　　電化　　　　電化　　　　電化化

へ
dja　．ju：te　de’Nkimono　．deNkim．on◎baqkasi
だと　　書って　　　電気もの　　　　　　電気ものばっかり。

SO：3◎　Zenj◎baqkari　tuko：te
そうよ，　　ぜにをばっかり　　　　　使っ．て。

m｛ユ圭｛asjo　 mite　mi：ja　 ra．Npu　　　　　　　 、．＝・ @　．．　’；　・、
昔を　　　　　見て　　　ごらん，　　ランプ。　　　　　　　；．．、．．　　　　、

raNpu
ランプ。

　　hu：　　　：．／／　　　　　　1

ふ一ん。

ateNkUrane：maketO　SOnO　Zib亘Nnja・
わたしのうちなどはね丸　　ほんとに　　　その　　　　時分には，，．

atera：
・わたしなどは，

　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね

raNpun◎　so：dlo　saserareturo：9．　ajo
ランプの　　　　掃除を　　　　させられたんだろうさ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　ゆ
deNkiga　tuitaga　atega　omaN　ikutuba：no　t．oki　’一
電気が　　　　　ついたのが　　　わたしが　　あなた　　いくつぐらいの　　とき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
dja（1turo；no：　s◎．：dja　ltutttka　mu（歪tuba：no　toki一
だったろうねえ。　　　　　そうだ　　　　五つか　　．．　六つぐらいの　　　　．とき

へdlaqturoka
だったろうか。
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K　b　i，　q．k　urisitur　o’

　　びつぐりした：ろう。

S　sgtio　tokinja　maqkoto．　b，iqkurisi　t，a　ako：　naq一
　　そ（わ　　．．ときには　　　　まことに　　　　びっくりした。　　　　　明るく　　なつ

　　te
　　　　　．　；　　；
　　て。‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃ζ　ako：　（笑　声）　ke．隅do　omaNra　mada　so：　ju：keNdo一
　　明るく　　　　　　　　けれど　　あなたなんか　まだ　　1　そう　　いうげれど

　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　

　　ne：　atera　kodomono　tokinja　aNdodjaqtadelo
　　ねえ，　わたしなど　こどもの　　　　　ときには　　　　行燈（あんどん）だったよ，・

aNdo　aN　c1　o
あんど，　あんど。

S　atera：
　　わたしなど’

鼠　 siraNro
　　知らないだろう

aNdO珊7a
あんどは

．

　sono
　その

s1　raN
知らん。

tokin．jane：　ano：
ときにやねえ　　　　　あの

｝／zl　：　1〈　ara　jor　u　hora　mi　一丁“　na

それから「　夜　　　　ほら　　　みんな

　　　へaNdQdene：
あんどでねえ。

　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

k：odomojaraga
こどもなどが

sjo：beN一
小便に

Bi　okosa，nia　ikaNro：　sono　tokini　hora　suqto
に　　　起こさねば　　　いけないだろう。　その　　ときに　　　　ほら　　　すっと

　　　　　deNk韮djaqsara
電気だったら，

．i　u；tara　omaN
毒’ったら　　　　あなた

　　　　へtte：　 a鍔et，01te
上へ　　あげておいて

s　Liq　to　t　tt　ku　ke　lxi　do

すっと　　　つく　　　けれど，

　　　　　へraNpudja
ランプだなんて

　　　　　　　　　　　kesi’　t30uro：gajo　orr）aN　hoコao
消しているだろうさ，　　　’　　あなたρ　ほやを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ランプめ外側の球）

　siNO　tukete　sijoqtara　kowai一
　しんを　　つけて　　　　していたら　　「・　馳あぶない

ro：　soN　cl　」　ak　ini　ne：　ano
だろう。　それだからねえ．　　　　　　あの

to：　si　｝a　to　ju：　la　ora
燈心と

abUrae　　tuketa　 ateraRo　　tok圭nja
漉へ　　　　　つけた。　　　わたしたちの　　ときにゃ

　　　　　　　　　　りhoNde．deNkidjaqtara　◎maN　suqto
それで　　　電気だったら　　　　川あなた』「す弓と

　いう　　ほら．

　　　ねaNd◎djaqtaki：
あんどだったか：ら，

ima　hineqta一’
今　　ひねうた：

一31一
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．
窺

，a　t。k。，。：斎。」。　t、k。：k・Nd。ゑε重tak糠i・・qt・．
ら　　つくだろう。　　　　　たいそう　　しかし　　　ぜいたくに1　　　　なった

m・N・e、］’　b：h・Nd・mi・na’im・i’t・・i蒼叡．’．maen」a
ものだよ。　　　　それで　　　みんな　　　今　　　年が　　　　　　前には

　　　　　　　　　　　　　　　へ≦ξozju：neNdjaqtakedo　 ima　sitizju：neNdja　ju：keN｝
五十庫だったけれど，　　　　　　　　　・今　　　七十年だと　　　　　　　　　書うけれ

d・・¢・．」恥ah・hi・・m・q・・b」・・kicr・d・kit：a．
どね髪。　　　合の　　　入は　　もっと　　　病気が　　　　　できた。

k・・d。d・・m・u・ej・・m瞬a「de噸kad6i・k｛紐
けれど　　　どう　　思うの　　　　あなたなど　　電気化　　　　電気化と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lU：te　Zen3a　na：NbOdem．O　irUkeNdO　ma：OmaNra
言って，　　ぜには　　　いくらでも　　　　　　いるけれど，　　．まあ　あなたなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へaterakara　mitara　daibu’宙akaikeNdo　30r．o：dorlo
わたしなどから　　　見たら　　　　だいぶ　　　若いけれど，　　　　　それ．ほどの

k◎：ka論arutb　6蜘｛1k毎ら．．　　　．　　．．
効果が　　　　　あると　　　恵うかね。

h・h・k・・i．m「uk。6．i晦“も。・‘a　ze・im。。rd。・t6・h。一

その　　　かわり　　昔は　　　　　　　ほら　　　ぜにも　　　あなた　　豆腐

’ita　saNS’eNb。：cr・’elkae・」。q：t。、ib面d」、：kiAi．

が　　三銭ぐらいで　　　　　買えていた　　　　時分だから。

…1・…」・hil・・t瀬・．・i・i・i，・eN・．i’　t’ 堰f

y．1，・li・e・

そうよ，　　そうよ　　　β傭（よう）賃が　　　七十銭　　　　　　七十銭

k・藤．a・」・・…s・N－ig…臨・這∫・d・・k・・t…’．・届1a・・一
子μ　　．．．．　　十三銭　　　　　五厘ぐらいだったから。　　　わたしなど　ほん

．t’6・・ik・k’・一一h・・…iit・？￥．斧

とに　御回向　　　　遍路に　　　　行ったが。

み謬　畷。ton’議1奮’器｝｝瓢tg：hi饗畿；

」◎：

。t。，an。：．7、錘：。itib、：。。　t。ki。，ik。kU一．heN，。．。i

わたしなどはね髪．　十七ぐらいの　　　　　　　とき　　　麹四悪　　　遍路に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　3’　21＿’



　　ど　　うちの　　おちいさんがねえ　　　　　女の　　　　　子は　　あのう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～．　　　　　　　　　　　（32）
　　tiqtO　OSi　1〈OkU－heNred　eipo　itekara　UrUSe：　meni
　　ちっと．　　御四國　　　逓路でも　　　　，行って期ら　ゴ苦しい　、　一融こ

　履、．1，」。k、。j、、」。、。。3。ni・e　。iit「a，iik。。ki油a

ド会わしておかなけ濾・．よ _へ．．：嫁㌧、・行・ても．髄だからなどと

　　lu：tekara　ater・a’s・n・』t・ki’・sik・ku”heNr・ni
　　欝ってから，　　　　わたしなど　　その　　　とき　　　御四二　　　遍路に1

　　　　へげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　itaganel　SOnO　tOkinja◎maN　WaradjO　hai重e
　　行ったがね身。　　その　　　ときには　　　あなた　　わ夢ぢを　　　はいて

誤記lo罵評」∵離i．算1鵬岬la「a厩評

　　t。m。t，k．。，ati惹。d‘e　t。k。：m。qk6t。t。k、：j。：一

　　つめてから・　、．血が＿出て栖・、ま・r尊　輿際…，薩。たっ

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　t．’a．ti　nanimQkam◎ga　ke賛d6　mjo：ni　mukasino
慕ん、に）何もかも．■．．1撫ど嫌か．昔の

　　h｝i　｛；：o　　｛　｛言。：　te　　i亡riallo　　hi　tδ痴a　　mjo：　ni　　hak：uzjo：一

∴∴∴．∵∵．木は．．∵にr鶴

　　だと　慰いは　しない・　　　　：、

Shakuzjo；naro：kano：
　　薄情だろうかねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　 　sc 梍Z’o　m・・tkl’∵∵∵み∵ga寵9a瓢響｝

　　1．，j、　kiNj。9、＿i喜。，。蓋∫、1．」。・t。・』i，。・9。ni

　　ら　　　近所が　　　　何事だと　　　　　　　　書っても．　　すぐに

　　　　　　　　　　へ　　hasiriko：de　kitekara　omaN　jo：．”sewa　sijoqta一
　　走りこんで　　　来てから・．．：顔たよく　世勲　していた

　　keNdo　 irnano　hita　omaN　sa：raN　 kamini　batja
　　けれど，　　今の　　．人は　　　あなた　　さわらぬ　　　神に　　　　罰は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一33一



　　nasini　heqheqto　jガlo：na　kaqkositekaraomaN
　　無しに　　　へっへっと　　　いうような　　　格婚をしてからぞ　　　　あなた

　　　　む
　　hego：na　kotonja　meqso　j◎bini　kite　kureN
　　よくない　　　　ことには　　　　あまり　　　呼びに　　　　来て　　　くれん。

　　　　　　　　　　　　　　　ヘピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

S　kiNzl◎no　hitodemo　darega’kitlu；jaramo　siraN一一
　　近所の　　　　　　人でも　　　　　誰が　　　　来ているやらも　　　　知らん

　　zej・1．．．・．　　　　tt　　ttt」
　　よ。

Kl　”S，b　r　6k、．，a　hli　rj。　k。。6』旧き。’t（…j、，’，・i，◎・：δ」。、ka

　　愛れから　ほら　この　細でも．、　そうちゃな脇

　　jb．’sokarano　 hito諺la　 N：　to．　hait’ikoNde　 k’itek． ＝f窒∴

　　よそからの　　人が、うんと轡’こ廼，．来てから

　　慧

S　wakaral　wakaraN
　　わからん，　　　わからん。

竃。6、kla　r。　ki。，1。。。1 C春正『i、1i言，m。．、。m、，i、，，」。hi

　　それから　近所の　．．？き合いでも　即日・嚇よう1こ
　　naqt・m・n・h・・　’a：．「h・・d・j・・ak・Nd・・t，・・d眺ik，a亭

　　なったもの　ほ、ら・　そう轡搾．』．．わ懲瓢鰍巨
　　？ija：n。．Nd」、1。：k。Nd。。e、6。・ki麦。t。t。◎1｛，et，．

　　だ　俄と　言うけれど煽　　麟ごたつ臥．，．，＿入れ丸

　　nerun∫a　nej◎ukeNdo　a（4pari　muk’asin◎tta’　Nka費a
蜘こは @寝ているけ泌　繍り，即．・…・・鞭㌔
　　e：　n◎boseru　ata：
　　よい。　のぼせる　　　　　わたしは。．

SkQ。。菱。，。h。，，k、，ai。1。’k・、9i。「。hi，。w。m。qt。

　　この頃　　それから，　昔の　　規　＿もっと・

　　k・：・m、i・i勧。：1。：1・：・ak。t・m。、iN、≧翫。」。：

　　こう　測りなんて　　言うような　　ことも　．鋤と．1．、＿いう

　　k・t・S圭」　’ρ　qtakeNd・
　　こと　　　していたけれど。
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s

K

S◎：j◎　 SO：jO　 SO：jo
そうよ，　’そうよ，　・．1そうよ。

aNmari　imanO　hitOWa　mit．e　mi．：la．　maq：kρt．Q．
あんまり　　　今の、　　人は　　　　1見て　　　みな。　　．全く　　　ド．

omaN　kamisamawa．　d◎koni　arujara
あなた　　　神様は　　　　　　　　　どこに　　　　あるやら。

　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　～

hitotumo　so：dimo　seNjoni　naqtaki　tikagora：
すこしも　　撒も　セ々吋うに　な・煙ら・　顯｝ま・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

so：dimo　seNdokor◎1タa　teo　awas．ete　（09amu）　kot．a

隅　 しないどころか・手を合わ燦諾轟農ない）ことは
　　　　　　　　　　　　　　nairo：to　omOUga　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
無いだろうと　　　思うが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

naNZoto　jU：tara　he　kamisamaga　sorlQ：¢Q
畔と　雷っ坊　へ構が　　　そ濾ど
erakaqtal’a垣h◎NWa，　kamin・kuni、一ka・qtj・ra　　．
筋加たら・．躰は　．．初　　醒”…電勝・ていた
　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

綴1㌫ld3a一騨・1∵a聚β留us　黙1∵：

葦£翻qkぴ．「’幽晦細裂塾bo・隙ぞd」a£i£験N

晃鵬走延饗燦：nil強熱蹴1耀。器as’「「！　o．

　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
h◎rja　Onabaredja　IU：tekara　makOtO　OtigO－S・aN　一
ほら、　　1御神幸だと　　　　　　言ってから　　　　　ほんとに、　　　御稚児さ．ん

暮ad譲e犠慰∵癒謂「ao器謎ず謬跳「∫馳a聖一
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

d◎moramo　uralasuno　majo　mo：tadla童ka　kire：一
．どもらも、：　　　　浦安の　　　　　　舞を　　　舞ったちゃないか。　　　きれい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・童’・ra」a・Un・m・1・m・：t．・・i・i、t・、ka・a　im・M・，d，　e’

1・　澱の　　　舞を　舞・慨してから…、．t　鯨で

h◎ra　zuqt◎ka朗saNn◎onaba．re　ju：tat三bura．kU
ほら．　　ずっと　　　神様の、　　　　．　御神幸と　　　雷っても　　　部落

　　　　　　　　　　　　　　　　　一35一一　tt
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　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘド

慰a玉∵e犠♀雛ldl　i零a轟膿：・ll．ane：晶1：

gaqko：　9aqk◎：　m◎＝　　ima　　gaq、k◎：ni　naqtju：　　◎ta一
学校・　　学校・　もう　今、山郭・　　な・ている・　御

熱ξ1・o叩賦
（神晦安置所）

otabisjomo　naijoni　寧aqt臼．n．e，：
繊所も A　揮うに卵膜・・
nai　nゴi　ie蒼a　taqte　Sim・：temukasin・．・．ta一
無い，　　無い。　家が　　　建って　　　しまって，　　　．昔の　　　　．　　御旅

1）i『．垂om◎
所も。’3・．、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　se：kara　ano　miNna．：ga　h◎r∫』a’mjO：nalS．uMotori　・一
それか秩@あ◎みんなが．　ほら　麩　すもう取り
n・mli・…　m…．　k・・・…．・・．a，・・，　m・鵡・m・護・…1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたなど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ鋤や　　まだ　　　　　　　　　　ものを　藩て，の　　変な

　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　　へ

搬ot軍、？igat蓬騨’潔募隷認d◎嚇a．S’囁no

onabare　3U：tara　mo：sl：one：si：⑳．mi　i：噛
鰭幸と　籏鳩　もう維（しい）を嶽椎の　実．．い｝

s玉：n・mi・karakara．karak揖ra　kqrakar・a　karakara
椎の

A・ 煤A自働ラ’ @カラ．カラ　カラカラー伽警
」・：t・kara　iqt・k・ra　n．　e：、S◎・e・・U・u．・se・：．k・・a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを　　売る慾霧唐て、　1妙㊥？てから纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それから

　　　　　　　　　　　」　　　　　　　～　～
S・U・・rUmemi・e、9　a　Uriju．：9縦ga・・：rja　k．i．ta　S・rja
するめ　　　　店が　・　　売っているのが。　　　そうら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来た。　　層そら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘゴkita　sorja　kita　miNna　ldta　tenagaga・．maikuru
米た。　　そら　　　来た。　　みんな　　　来た。　　．長い手が　　　・『：．まがる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（適訳無し）
　　　　ヘ　　　 へ

tenagaga　maikuruko：ta　ko：tato　ju；m◎Nde
長い手が　　．まがり廻る6　昂た・　買旋と・いうあんばいで・

　　　　～‘　～

tenagaga　maikuru　lu：tara　surumeo　jaitara
長い手が　　　　　巻きこむと　　営ったら，　　するめを　　　焼いたら，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一36一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
omaN　tjaratjaraqto　maikll・ruro：9ajo．　hoNdeno：
あなた　　チャラチャラと　　　　　　巻きこむだろう。　　　、　それでねえ

ziNzinO　ORabare：　ikUro：　itara．miNna：SOn◎
；神祭の　　　　御神幸へ　　　　行くだろう，　行ったら　．みな　　　　その

Si：nO　miO　gaZa　gaZa　gaZa　jU：　Se：kara　k．aNSjO
椎の　　実を　ガサ　ガサ　ガサ　音たてる．それから　甘蔵（し。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ka　i“S．」O　hO、rla　kaNSjOn、00：kenagaO　UrijOU
サ蔵。　　　　ほら。　　かんしょの　　　　大きなのを　　　　売っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

tait・e　areO　sUwabUqtaga　nagaigaO　kataide
ずいぶん　　あれを　　しゃぶったが，　　　　長いのを　　　　かついで

　　へmodoqte
もどつて。

　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

sol　na　k・t・djaqtakeNd・o　imag、orq　omaN　kaNsjo
そんな　　　　ことだったけれど，　　　　　　　今頃「　　　　あなた　　君・蕉を

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
sitari　omaN　surumedla　∫1ユ：tatine：omaN　tjaN一
したり，　　　あなた　　するめなんて　　　書ってもねえ，　．　　あなた　　ちゃん

　　　　　　　　へto　ki’kaide　nosite　simo：te　tjaNto　sitja：urco：．
と　　機械で　　　　のして　　　　しまって　　　　ちゃんと　　してあるだろう。

ano　zlbuNnla　emaN　surumjo　hitotukau　ju：、ta一
あの　　　時分には　　　あなた　　するめを　　　一つ　　　　買うと　醤って

．ti　ma：niSeNka　SaNSe罫｝djaqtakeNd・ne＝h・r　」　fa
も，　まあ　　　二銭か　　　　　三銭だったけれどねえ。　　　　　　　ほら

　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　 　

dodai　nigijakana　moNjo
まったく　　にぎやかな　　　　　　ものよ。

・・：」・’・m・tU「i・i」・kU　jU：ta「・gO・eNm・「・Q：t・T
そうよ　お刀工　　　行くと　雷・たら・　磁．　もらbた1

ra　o・mora・互，
ら　　大もらい。　　・、

誌0：to：奮宅0：盧：to：婁象躍」a　xqじ0慧、？’”．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
sugiruba：djaqta　s・reba：．s・reba：n・k・t◎jaqta’“
すぎるくらいだった。　　　　　それくらい　、「をれくらいめ　　　ことだっだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一37一
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　　　へkeNdo　kj◎：blwa　mo：soNna　koto　j　・u：・t貧ti　jkaN一
けれど，　　こんにちは．　　　もう　　そんな　　　ことを　　言づても．』．　．いけな

　　　　　　　　　　　　　　　　　ね・’E　」　’Xh・rj・・R・b・redj・naNdla」u．：．t・t．ii
いよ。．　　ほら　　　御；神幸だ　　　　　　　何だと　　　　雷っても。

　　　サSO：jo
そうよ。

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

keNdo．　ma：　otagaini　kore　nagaikisijoqtara
けれど　　　まあ　　おたがいに　　　　これ　　　長生きしていたら，

t。ki。◎、。k。i　i．k・　’u，．。」。，」。、。。、lb。，ni。a・：δ．’t．e

月の　　　　　世界へ　　　行くと　　いうような　　　　時分に　1．．　　　なって

　　　　　　　　　　　　　　　へ
ki£akinino：　h（》Nde　mutukasi：　縣a：
来たからねえ．。　　　　　　それで　　　むずかしい　　　　　まあ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ墨壷a釜銭謝ba：1競㍉鷺二各t’．斗蹴oma．’ぶa．

i◎rok． 揩b奄＝@seNz・e「｛o
喜びは　　　　　　　しないよb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m・嫁6‡・im…　eib・dj・t量n・：h．i・kUeNb・：j・qt・一
ほんとに　　　　今　　　御歳暮だってね丸　　　　　　百円ぐらい　　　．　出した

ti． 鰍盾窒盾汲盾b≠mZeiol　’　　．．　　　．　　　　：　　．：　　　、
って　　：書ばないよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わjorok◎bumoNka　　seNeN　　jaranja：　kodoma　　jor◎ko，bja
喜ぶものか。　　　　　　千円．1・　　　やらなきゃ，　　　子供は　　　　喜びは

seNzelo　naNtja：kaeN1くini
しないよ。　　　　何も　　　　　　買えぬから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ma：　toni．kaku　nanja：rodjano：　ano：　naRiga　si｝こ・
繭　ζにかく　　なにやろだねえ　Lあの　何が　　し
　　　　　　　　　　　　へ
n．uku：seikatuga　siniku：　naqtane・
にくく，　　　生活が．　　　　　　しにくく　　　　なったねえ。

sinikU：　naqta
しにくく　　　　なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へm◎：kerun3a　mo：kerukeNd◎　h◎rja　hU：talga
もうけるには　　　　　　　もうけるけれど，　　、　　　　ほら　　　　　費用が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一38一



　　圭rukini　i：　maqkoto　 keNdo　 korja　koko　 zju：一
　　いるから，　　　い一　実際　　　　　　　けれど　　　こりや　　　　ここ　　　二十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　neNm◎　sitara　do：　naruro：ne：　kedo　koremo
　　年も　　　　したら，　　　どう　　なるだろうね烹。　　　けれど　　これも

　　　　　　　　．　．　　．（i類

　　重aROSlmlze］◎
　　　楽しみだよ。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　・　・』　：・、．

S．

高＝Fna鳶aikj・，enja：ika　i“ga
　　まあ　甦きを　しなければ．尉な1’カヤ
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Knaga呈k∫o　senja：（ikaN9　a）atera　mo：　i∫a　taザ
　　長生きを　　　　　しなければ　　（いけないが），　わたしなど　もう　いや。　　あき

　　　　　　　へ
　　ta　na霧alkImo　taqta　taqta　mo：
　　た。　長生きも　　　　　あきた，　　あきた。　　もう。

一39　一一・



注

1．　しばてん夜話

繊　（P．5〕　ate；atei　一人称。男女共用。高知市では若い人は・ほとんど使用し

　　ない。

（2｝〔p．5〕　sibateNは，ちびで1すもうがすき。入をみかけると，勝負をいどむe』相・’

　　手になった大の男も，例外なく手玉にとられる。語漂は「芝天狗」と書われる。田岡典夫氏

　　は「天狗の幼虫」と解罧している。

（3｝　〔p．5〕　匹・よいよ暑くなります。」というような共遍語的用注と異なる。　「ここは，い

　　よいよ暑い。」などのように，　「たいそう」・「ひじょうに」の意に使用される。

（41〔p．5〕　r、o：siという終助訥こは，多少相手を藤敬する気持がある。

（5｝〔p．5）　土佐の三牲にはhora　hora；horja；h◎rja　horjaなどが頻出する

　　傾向がある。相手の注意を引こうとする一種の強調現象か。

6
7
8
9
鐙
刀（12）
（131i

（14）

（15）

（i6｝

（17）

（18｝

（p．5）

（P・　6　S．，t

（p．6）

Cp．　6）

（p，6）

（p．　6）

高知漿吾川郡伊籔町

ほかに「鼻の穴j　hanap．◎　su

普通は猛眼：raiというところ。

omaNk：u　（あなたの家）などがある。

いわゆる「と抜け頚象」

oNslは「お主（ぬし）」から虫来すると言われる。男子が使用するが，相手

を軽べつしていう丁合などである。もっともごく親しい者嗣志が使用する場合は，かえって

親愛をあらわす語とも君貼る。

〔P．7）　普適tikutoが褒われるが，これはその強調形。

〔p．7）　／s／にしばしば／h／が対応する。

〔p．8〕　a：は厳密にはa君　高知甫およびその近傍で，6◎台以上の婦人が使用する。

感嘆詞。

〔p，8〕　土佐入が糎発する感嘆詞。tama：rukaとも。

〔p・8）　このbaraは，とげであろう。

〔p．9〕　kibaruは，共通語と形は同一であるが，意味がすこしずれ，「いばる」陳

らぶる」などの意。kiqtj◎ru　は，ほかにri　kimi　kiq　tj◎ruなどがある。「力む」

の強調形。

〔P．IO）　hosoiの強調形。

配トーkaq脇

一4e　一一



（19）

伽
伽

薦醒君i－kaqEi
露τ翫　一maq　Mt　a　i（弱い）

〔，P，12〕　～nika：raNは，土佐の代表的方言玉出。

a「ja　nekonika：raN（あれはどうも猫らしい。）「一tt

asuwa　do：mo　hurunika：raNzejo（あすはどうも降りそうだよ。）

〔P．12〕　om◎：taniとも。この方がむしろ多く使用される。

〔ゆ．16〕　高知帯の商店街。

　
　
勃

　
　
¢

2

3
塁

⑫
の
ψ

ce5｝

（26）

27）

（28｝

鵬｝

（3e）

勧

土佐のオナゴのよもやま放談

〔p．19）　この次にSさんのかすかな声が聞こえる。omaNga　i：ja　（あなたが言いな）

であろう。

〔倉．20〕　第三潜の発言。障子をへだてて，誰かが答えている。中年の女性の声である。

〔P．20〕　竹の皮のぞうりの裏に皮を張り，鉄を打ったもの。この鉄でよくかかとのあたり

を打ち，傷をした体験を筆者も持っている。

〔P．21）　　ki：te；lci：ta；ki：tjoru　（着）

副：te；ni：ta；ni：t　．i　oru（似・煮）

〔p．22〕　「突きに突いたろう」とも訳せる。このmakuruは

kaki　II三akuru　　（書）

hukimakur鷺　　（吹）

nomimakuru　　（飲）

duk：imakuru　　（つく〔しかる））

などとproductiveである。これも一種の強調現象である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

〔P．24）　jo9◎rekala　ru　｝ま，　jo黛oreruの強謁彫。

　　　へhjo：gekajaru　（ふざける）

〔p．24〕　この形は申年以上の入が使用する。（若い世代はjONdaraである。）ほかに

ko：da　（噛んだ）

to：de　（飛んで）

o：da　　（編んだ）

などがある。

〔P，25〕　sijoqturo：は，若い世代ならsijoqtaro：

〔p．25〕　makot◎とも。男女を間わず，土佐人同士の会話によく現れる副詞。これも土

佐人が強調的に物を言おうとする傾向の反映である。

〔p．26〕　±佐で｝まsjo：ju：と，　endingを引き音にするのが剛般。

　　　　　　　　　　　　　　　　一一4エ…L、



｛32）　〔p．33〕　普通はurusaiが現われるべきところ。

（331　〔P．39〕　Zがdに近くきこえる。

　この会認ヒは．over！apがしばしばあらわれる。意気投合した者同志が話をしてy｝て，話

　が調子に桑って来るとこうした現象をおこすのは，むしろ自然の行き方かも知れない。、、

（補　注）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ
　＊〔p．21）　　「お婬ちゃん」は，四つがな識別の上から言煮、ば，〔od30：t∫an）とee．・

　音すべきだが，大概の土佐人が〔03◎：t∫an〕と発音している。識別例外語の一つ。
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非売　贔

　1968年3月

　国立国語研究所　話しことば研究室　発行

　　　東京都北区稲付西山町


